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今
後
は
、
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
議
論
内
容
や
、
Ｊ
Ｒ
東
海
等
の

地
権
者
と
の
調
整
も
経
て
、
よ
り
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
決

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

続・どうなる？
刈谷駅北口周辺の未来

東
京
の
渋
谷
駅
は
、
「
ず
っ
と
工
事
を
し
て
い
る
な
ぁ
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
近
年
の
刈
谷
駅
北
口
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
ま
せ
ん
か
。

（
渋
谷
は
言
い
過
ぎ
で
す
ね
。
）
旧
駅
舎
の
跡
地
に
ど
ん
な
駅
ビ
ル
が
建

つ
の
か
、
や
が
て
老
朽
化
を
迎
え
る
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、

津
田
工
業
さ
ん
の
移
転
後
跡
地
の
活
用
な
ど
、
在
住
者
、
在
勤
者
、
在
学

者
や
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
建
設
委
員
会
で
は
、
刈
谷
駅
北
口
周
辺
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
構

想
に
つ
い
て
質
疑
や
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

自
動
車
産
業
出
身
議
員
と
し
て
ま
ず
気
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
移
動
の

安
全
で
す
。
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
は
、
歩
行
者
・
自
転
車
・
自
動
車
や

バ
ス
な
ど
が
交
錯
し
、
接
触
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ム
ー
ズ
で
安
全
な
利
用
に
向
け
て
、

ど
ん
な
設
計
が
な
さ
れ
る
の
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
一
般
車
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
や
バ
ス
乗
降
場
の
増
設
な
ど
に
加
え
、
駅
前
広
場
の
機
能
強
化
や

駅
ビ
ル
構
想
と
合
わ
せ
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し

た
。
駅
周
辺
は
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
結
節
点
で
あ
り
、
市
内
の
先
端
企

業
の
技
術
で
解
決
で
き
る
課
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
も

触
れ
ま
し
た
。

何
が
建
つ
の
か
、
み
ん
な
興
味
津
々

３月議会 建設委員会質疑

自
動
車
の
ま
ち
が
挑
む
ま
ち
づ
く
り

刈
谷
市
の
顔
と
も
言
え
る
刈
谷
駅
北
口
周
辺
を
、
よ
り
魅
力
的
で
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
場
所
に
す
る
に
は
。
こ
う
し
た
視
点
で
、
行
政
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
や
団
体
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
解
決
に
関
心
が
あ
る

企
業
、
自
治
会
、
商
店
街
、
住
民
や
就
業
者
な
ど
エ
リ
ア
に
関
わ
る

様
々
な
属
性
の
人
が
集
ま
っ
て
、
ま
ち
の
将
来
像
を
議
論
し
、
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
“
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
”

で
あ
り
、
私
も
総
会
や
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
連
携
で
“
刈
谷
の
顔
”
を
デ
ザ
イ
ン

建
設
委
員
会
の
中
で
は
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
に
よ
り
、
近
年
高

ま
っ
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
需
要
に
対
応
す
る
、
焼
津
市
の
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ

ど
も
館
（※

次
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
よ
う
な
屋
内
型
施
設
を
整
備
す
る
、
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
あ
わ
せ
図
書
館
機
能
の
一
部
を
移
設
し
た
複

合
施
設
と
す
る
、
な
ど
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
も
提
案
し
ま
し
た
。

駅
周
辺
は
人
が
集
ま
り
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
往
来
し
、
多
様
な
交
流
や
価

値
が
生
ま
れ
る
場
所
で
す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
駅
周
辺
開
発
を
進
め
て
欲
し
い
と
要
望
し
、
質
疑
を
終
え
ま
し
た
。

多
様
な
価
値
創
造
拠
点
へ

出典：刈谷市まちなかマネジメント構想



屋内の子どもの遊び場は、近年の異常気象も背景として、ますます需

要が高まっています。ターントクルこども館は、「集い・遊び・学

び」を基本理念とし、こども図書館とおもちゃ美術館で構成されてい

る公共施設です。おもちゃ美術館には、県産の木材を活用した遊具や

おもちゃが多数置かれていて、おもちゃを作れる工房や、知育系おも

ちゃで遊べるブース（右の写真は木で作るお寿司）、木がふんだんに

使われた広場で体を動かしながら遊べるブースなどが設置され、ゆう

に半日程度は時間をつぶすことができそうでした。各遊び場やおも

ちゃ工房には、遊び方を教えてくれるガイドボランティアがおられ、

シニア人材がいきいきと活躍されている点も印象に残りました。

市民クラブ 会派視察レポート

活動トピックス

静岡県焼津市 ターントクルこども館

入間市では、公用車にＥＶを取り入れ、市民とシェアする事業に取

り組んでいます。もともと近隣市と比較して環境対策が遅れていま

したが、若い新市長のリーダーシップで新たな取り組みを実施して

いくことになったのがきっかけとのこと。市民とのシェアリングは、

ＥＶ体験の機会創出と、ＥＶの普及促進を目的として行われていま

す。利用料金は15分220円程度で、タイムズカーシェアなどの市中

のサービスと同程度、ガソリン代が不要ですが、市庁舎ＥＶ1台あた

りの月間シェアリング件数は5.8件と伸び悩んでいるそうです。

車社会の刈谷市において公用車シェアリングは馴染みづらいかもし

れませんが、環境負荷の低減に加えて、災害時の電源利用などの利

点もあるＥＶ公用車の導入を、地域特性やメリットデメリットを踏

まえて適切に進めていくべきと考えます。

埼玉県入間市 ＥＶ活用再生可能エネルギーマネジメント事業について

STEM教育は、Science（科学）、Technology（技術）、Engineering

（工学）、Mathematics（数学）の４分野を総合的に学び、実社会の課

題解決力や論理的思考を養う教育です。富士見市内すべての小学校で、

総合的な学習の時間を使い、行われています。導入当初は、デジタル

に慣れていない教員や生徒が、プログラミングツールなどを使いこな

すことの難しさがあったとのこと。ＳＴＥＭの考え方自体も、これま

での『学校の勉強』とは異なる思考やアプローチが必要で、導入当初

は教員の負担が大きくなることが予想されます。また、ＳＴＥＭ教育

を取り入れる場合に、いずれかの教科の授業時間を削減するのかなど、

時間的な制約もハードルとなりそうです。乗り越えるべき課題はあり

ますが、先端技術を持つものづくり産業のまち刈谷市としても、

STEM教育の取り組みは親和性が高いと感じました。

埼玉県富士見市 STEM教育について



[おしらせ]
ORANGE PRESS は、年間４回発行します。
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市
議
の
日
常
、
ヒ
ト
コ
マ

2026年
オレンジの女

左上／ユタカクラブ議員協議会の仲間とともに、バイオ燃料を製造している、
REVOインターナショナルを訪れました。使用済の廃食用油を回収し、航空燃料
などにリサイクルしています。からあげを揚げた油で飛行機が飛ぶなんて、何だ
かロマンがありますよね。
右上／３月は旅立ちのシーズン。保育園や小中学校の卒園・卒業式に参加し、感
動と花粉で涙が止まらない日々を過ごしました。

上／令和８年度予算に計上された亀城公園整備事業
について、稲垣市長に要望書を提出し、意見交換を
行いました。事業の効果や妥当性について、市民の
皆さんに分かりやすく伝えていくことや、子どもた
ちの未来に資する教育的価値を高めることの重要性
などをお伝えしました。

左／京都で開催された、都市監
査事務研修会にて。監査委員の
役割やチェックポイントについ
て、有識者の方々によるパネル
ディスカッション形式で実例な
どを学ぶことができ、大変勉強
になりました。
右／監査委員の仕事では、市内
の公共事業の現場も見に行きま
す。安全面や適切な工事が行わ
れているかを確認してきました。

下／おまけ。魚を焼いた日
の食卓はいつもこうです。
猫様たちの圧にさらされな
がら、塩鮭をいただきまし
た。癒しの時間です。
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